
● 結婚の動向 
図表１ 晩婚化の進展 － 平均初婚年齢、夫妻年齢差の推移 
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図表２ 未婚化の進展 －適齢期未婚率の推移 
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図表３ 非婚化の進展 －生涯未婚率(50歳時未婚率)の推移 

1.5 

1.2 1.3 1.5 1.7 2.2 
2.6 

3.9 

5.5 

8.9 

12.4 

15.6 % 

1.4 

1.5 
1.9 

2.5 
3.3 

4.4 4.4 4.3 

4.3 5.1 
5.8 

7.2 % 

0

5

10

15

20

1950 1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010

生
涯
未
婚
率
（
％
）

年 次

女性（50歳時）

男性(50歳時)

 

◎ 平均初婚年齢は、男女とも
70年代半ば以降、上昇を続けて
いる。 

◎ 男性では90年代に一時停滞
が見られ、結婚する男女の年齢

差が縮小した。 

◎ 90 年代末以降は再び上昇を
開始し、男女とも並行して晩婚

化が続いている。 
 
 
 
 
(資料：人口動態統計) 

◎ 晩婚化にともなって20歳代
から 30 歳代にかけての未婚化
が著しく進んでいる。 

◎ 女性 20 代後半では 1975～
05 年の間に未婚率は５人中１
人から３人となった。 

◎ 男性30代前半でも同時期に
12％から 43％へ増加した。 

◎ これらの年齢層では、その
分だけ結婚している人が減っ

ている。 

(資料：国勢調査) 

◎ 生涯未婚率（50 歳時点で一
度も結婚をしたことのない人

の割合）は、女性ではまだそれ

ほど顕著には増えていないが、

男性ではすでに 15％を超えて
急速に増加している。 

◎ 今後、晩婚化・未婚化の時
代を過ごした世代が次々に 50
歳に達して行くので、男女とも

急速な非婚化（生涯結婚しない

人の増加）が見込まれている。

 
(資料：国勢調査) 

「ゼロから考える少子化対策ＰＴ」

第１回会合 

国立社会保障・人口問題研究所 
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● 結婚の要因と背景 
性の結婚からの遊離    図表４ 未婚者の性経験率 
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結婚の実利的メリットの低下 
図表５ 「結婚することには利点がある」と考える割合（※ 参考図２に就業状態別） 
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図表６「結婚の利点」項目別推移（減少傾向のもの） 
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適齢意識の希薄化       図表７ 年齢重視 対 理想重視 
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結婚の負担感は堅固 
図表８「現在の独身生活には利点がある」と考える割合、ならびに具体的な利点 

83 84 83
80

84

90

89 89 87
87

50

60

70

80

90

100

1987年 1992年 1997年 2002年 2007年

独
身
生
活
に
は
利
点
が
あ
る
（
％
）

調査年次

未婚男性

未婚女性

～～

69 

16 16 

39 

7 

3 

7 

14 

67 

20 
17 

37 

8 

4 

8 
12 

70 

19 18 

32 

7 
4 

8 
9 

68 

20 19 

30 

5 4 

8 
10 

70 

19 19 

28 

6 5 

10 10 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

行
動
や
生
き
方
が

自
由

金
銭
的
に
裕
福

家
族
扶
養
の
責
任
が

な
く
気
楽

広
い
友
人
関
係
を

保
ち
や
す
い

異
性
と
の
交
際
が

自
由

住
環
境
の
選
択
幅
が

広
い

現
在
の
家
族
と
の

関
係
が
保
て
る

職
業
を
も
ち
社
会

と
の
関
係
が
保
て
る

第９回調査

(1987年)

第10回調査

(1992年)

第11回調査

(1997年)

第12回調査

(2002年)

第13回調査

(2005年)

【 女 性 】各
「
独
身
の
利
点
」
を
選
択
し
た
未
婚
者
割
合
（
％
）

 
異性交際は低調     図表９ 交際相手の有無（18～34歳未婚者） 
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30代以降で結婚相手候補が少ない 図表 10 結婚を希望する交際相手を持つ割合 
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出会いの場は限られている  図表 11 初婚どうし夫婦の出会ったきっかけ 
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なぜ結婚しない？   図表 12 未婚者(25-34歳)が独身に止まっている理由 
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比較的安定した生涯の結婚意思    

図表 13 未婚者の生涯の結婚意思 
【 男　　性 】

第８回調査 第９回 第10回 第11回 第12回 第13回
（1982年） （1987年） （1992年） （1997年） （2002年） （2005年）

 いずれ結婚するつもり 95.9 % 91.8   90.0   85.9   87.0   87.0   

 一生結婚するつもりはない 2.3 　 4.5   4.9   6.3   5.4   7.1   

 不　　　　詳 1.8 　 3.7   5.1   7.8   7.7   5.9   

 総　　　数 ( 18～34歳 ) 100.0 % 100.0   100.0   100.0   100.0   100.0   
(標　 本　 数)  (2,732)  (3,299)  (4,215)  (3,982)  (3,897)  (3,139)

【 女　　性 】
第８回調査 第９回 第10回 第11回 第12回 第13回
（1982年） （1987年） （1992年） （1997年） （2002年） （2005年）

 いずれ結婚するつもり 94.2 % 92.9   90.2   89.1   88.3   90.0   

 一生結婚するつもりはない 4.1 　 4.6   5.2   4.9   5.0   5.6   

 不　　　　詳 1.7 　 2.5   4.6   6.0   6.7   4.3   

 総　　　数 ( 18～34歳 ) 100.0 % 100.0   100.0   100.0   100.0   100.0   
(標　 本　 数)  (2,110)  (2,605)  (3,647)  (3,612)  (3,494)  (3,064)

生涯の結婚意思

生涯の結婚意思

 
設問「自分の一生を通じて考えた場合、あなたの結婚に対するお考えは、次のうちのどちらですか。」 
   1.いずれ結婚するつもり、2.一生結婚するつもりはない 

当面の結婚に対する意欲は低下傾向  

図表 14 未婚者の 1年以内の結婚に対する意思（年齢階層別） 

1

1

2

1

2

7

6

6

5

4

18

16
15

13

11

24
19

15

13

13

11
12

17
28

12

20
21
25

23
24

49
44

41
40

40

59
65

61
58
56

87
86
81

70
84

72
72
67

71
71

31
37

43
45
46

14
13

21
26

29

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1987年

1992年

1997年

2002年

2005年

1987年

1992年

1997年

2002年

2005年

1987年

1992年

1997年

2002年

2005年

1987年

1992年

1997年

2002年

2005年

1
8
～
1
9
歳

2
0
～
2
4
歳

2
5
～
2
9
歳

3
0
～
3
4
歳

一年以内の結婚意思、構成比（％）

3

4

2

3

2

11

9

9

10

9

21

20
16

18

19

19
13

16

18

17

22
19
20
20

17

35
34
37
33

30

61
59

55
51
51

64
71
64
64

62

74
76
77
77

80

53
56
54
56

61

17
20

27
29
29

13
14

18
16

19

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1987年

1992年

1997年

2002年

2005年

1987年

1992年

1997年

2002年

2005年

1987年

1992年

1997年

2002年

2005年

1987年

1992年

1997年

2002年

2005年

1
8
～
1
9
歳

2
0
～
2
4
歳

2
5
～
2
9
歳

3
0
～
3
4
歳

一年以内の結婚意思、構成比（％）
【 男 性 】 【 女 性 】

一年以内に

結婚したい

理想的な相手が

見つかれば結婚

してもよい

まだ結婚する

つもりはない

不
詳

一年以内に

結婚したい

理想的な相手が

見つかれば結婚

してもよい

まだ結婚する

つもりはない

不
詳

 



仕事が結婚の障害、増加傾向  

図表 15 結婚の障害（１年以内の結婚意欲と交際相手をもつ未婚者） 

21

48

17
15

2

13

4 3

23

47

14

9

4

11

4
2

18

44

15

11

4

12

2
1

21

46

17

10

3

15

4
2

17

39

14

10

5

21

3 3

0

10

20

30

40

50

結
婚
の
た
め

の
住
居

結
婚
資
金

親
の
承
諾

親
と
の
同

居
や
扶
養

学
校
や
学
業

上
の
問
題

職
業
や
仕
事

上
の
問
題

年
齢
上
の

こ
と

健
康
上
の

こ
と

第９回調査

(1987年)

第10回調査

(1992年)

第11回調査

(1997年)

第12回調査

(2002年)

第13回調査

(2005年)

各
障
害
を
持
つ
未
婚
者
の
割
合
（
％
）

【 男 性 】

15

43

29

16

3

16

6
3

17

45

26

16

4

17

5
3

18

40

22

13

4

16

4 3

20

49

22

12

2

22

4 3

16

35

18

11

5

28

4
3

0

10

20

30

40

50

結
婚
の
た
め

の
住
居

結
婚
資
金

親
の
承
諾

親
と
の
同

居
や
扶
養

学
校
や
学
業

上
の
問
題

職
業
や
仕
事

上
の
問
題

年
齢
上
の

こ
と

健
康
上
の

こ
と

第９回調査

(1987年)

第10回調査

(1992年)

第11回調査

(1997年)

第12回調査

(2002年)

第13回調査

(2005年)

各
障
害
を
持
つ
未
婚
者
の
割
合
（
％
）

【 女 性 】

 



（参考１）「晩婚化・未婚化・非婚化」と少子化の関係 

※ 少子化の背景には一貫して結婚のしかたの変化がある。中でも晩婚化は、1970 年代半ばの少子化
過程の開始から出生率低下の主な原因となっている。晩婚化は若い年齢層から順に結婚している人の

割合を減らし（未婚化)、その年齢層での出産を減らす。また近年では晩婚化が生涯結婚しない人の増
加（非婚化） につながっていると見られるので、若い年齢層で失われた結婚・出産の一部は、取り戻
されないままとなることが見込まれる。 

少子化の ３ 要因 
（１）年齢構造の変化 ･･･････ 親となる年齢層の人口減少 
（２）結婚の変容 ･･･････････ 出産の主力となる結婚した人々の減少 
（３）夫婦出生行動の変化 ･･･ 結婚した人々の持つ子ども数の減少 

 
  出生数     ＝ Σ  年齢別人口 × 年齢別出生率 
 （年齢別）出生率 ＝ (年齢別) 有配偶率 × (年齢別) 有配偶出生率 

有 配 偶 率 ： 結婚している人の割合 
有配偶出生率： 結婚している人の出生率 

※ 厳密には・・・出生率 ＝ 有配偶率×有配偶出生率 ＋ (1－有配偶率)×無配偶出生率 
 
結婚動向の帰結 

※ 結婚の減少は、少子化（出生率低下）を導くことで、わが国の人口減少・高齢化を加速する以外に
も、非婚化が進めば、生涯結婚をせず、子どもや家族を持たない人々を増やすと考えられる。 

参考図１ 女性人口中の未婚および子どもを持たない人の割合（「日本の将来推計人口」より算出） 
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（参考２）結婚の変化における本資料、各図表の位置づけ 

※ 結婚の減少は、多くの要因によって引き起こされてきたが、社会の変化にともなって結婚や家族の
機能や性質が変わってきたことが中心にあるとされる。ここでは結婚のコストと効用（便益）のバラ

ンスが変化し、結婚生活の魅力が低下したこと、また異性交際などを含めた状況が若い世代の結婚意

欲や意識にどう影響しているかといった点に焦点をあてて資料を作成した。下図はそれぞれの図表（赤

枠）が結婚変化のどの部分と関わっているかを示している（図表は主として「出生動向基本調査・独

身者調査」の公表結果から作成したものである）。 

参考図２ 結婚の変化における各図表の位置づけ 

 



（参考３）結婚の利点、結婚意欲に関する補足資料 
 
結婚のメリット感は正規雇用の者で高く、男性でその傾向が強い 

参考図３ 就業状態別にみた「結婚することには利点がある」と考える割合 
未婚男性(18-34歳)           未婚女性(18-34歳) 
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※ 各グループの未婚者中で「今、結婚することには利点がある」と回答した者の割合。 
 
結婚のメリット感はそのまま結婚意欲に影響している 

参考図４ 就業状態別にみた結婚意思のある未婚者の割合 
未婚男性(18-34歳)           未婚女性(18-34歳) 
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※ 各グループの未婚者中で「一年以内に結婚したい」または「理想的な相手が見つかれば結婚してもよい」と回
答した者の割合。 
 
 



結婚意欲の低下    

※ 結婚意欲に関する複数の設問の回答を組み合わせて、回答者の結婚意欲を表す指標作成し、年齢層
ごとの変化を観察した。男性では 90 年代に従来の結婚最盛年齢層で大きく低下したが、2000 年以降
は小幅な低下となっている。女性 20 歳代では概ね低下傾向だったが、20 歳代後半ではわずかに反転
も見られる。女性 30歳代では概ね結婚意欲が以前より高まる傾向が見られる。 

参考図５ 年齢階層別にみた未婚者の結婚意欲の変化 
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年 齢 階 層  
※ 結婚意欲の指標：未婚者集団の結婚意欲の強さを０～１の値として表したもの。仮にすべての未婚者が「一
生結婚するつもりはない」なら０、逆に「１年以内に結婚したい」なら１となる。 


